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らす」1 という御父の目的です。
主を信じる信仰と信頼を育むとき，人を

祝福し解放する主の力を受けることができ
ます。

モルモン書には，子供たちを解放する主
の力というすばらしいテーマが何度も繰り
返されています。ニーファイはモルモン書
の最初の章でそのことに触れています。
20 節にはこうあります。「見よ，主の深い
憐
あわ

れみは，信仰があるために主から選ば
れたすべての者のうえに及び，この人たち
を強くして自らを解放する力さえ与えるこ
とを，わたしニーファイはあなたがたに示
そう。」2

何年も前に，わたしはきわめて個人的な
方法で，この節に述べられている真理を
理解しました。天の御父がどれほど近く
におられ，助けたいと望んでおられるかを
知ったのです。

ある夕方，子供たちを乗せて車を運手し
ていると，一人の少年が人けのない道を歩
いていることに気づきました。その少年を
通り過ぎた後，引き返して助けるようにと
いう明確な印象を受けました。でも，知ら
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親になるときに感じる深い感動に
匹敵する感情はあまりありませ
ん。天からじかに貴い赤ちゃん

を授かることよりもすてきな出来事は他に
ありません。わたしの弟は，心を揺さぶら
れる経験を通してその気持ちを感じまし
た。弟の初めての息子は未熟児で生ま
れ，体重は 1,300 グラムしかありませんで
した。ハンターと名付けられたその赤ちゃ
んは生後 2 か月間を，新生児集中治療処
置室で過ごしました。その 2 か月の間，
家族と親戚の感情は大いに揺さぶられ，
わたしたちは主に助けを請い願いました。

小さなハンターは弱々しく，生きるのに
必要な力を得ようと必死でした。息子を
愛する父親はか弱い赤ちゃんを励まそうと
して，自分の力強い手で何度も赤ちゃんの
小さな手に触れ，励ましました。

神もその子供たちに同じようにされま
す。天の御父は一人一人に御自身の無限
の愛をもって手を差し伸べてくださいま
す。御父は全てを治め，人が学び，成長し，
みもとに戻るよう望んでおられます。これ
こそが「人の不死不滅と永遠の命をもた

「恐れてはならない，
わたしはあなたと
共にいる」
主を信じる信仰と信頼を育むとき，人を祝福し解放する主の力を
受けることができます。

にある自分のワードのオープンハウスに招
待しました。彼の勧めと熱心なフォロー
アップについて書かれた手紙から少し読
みたいと思います。
「数分ごとにジョシュアは門のところに

行って，招待した人が来るか見に行きまし
た。ジョシュアは『きっと来る』と言い続け
ました。

夜になりましたが，ジョシュアの友達は
まだ来ませんでした。でもジョシュアは諦
めずに数分ごとに門を見に行きました。そ
ろそろ片付けが始まる頃になって，ジョ
シュアが跳び上がって『来たよ！ 来たよ！』
と叫びました。見上げると，友達が家族
みんなで教会に向かって来ているのが見
えました。ジョシュアは走って行って彼ら
を歓迎し，友達を抱きしめました。彼らは
オープンハウスを楽しんでいた様子でし
た。パンフレットを幾つか手にし，新しい
友達と知り合う機会もたくさんありました。
小さな男の子の信仰を目にし，プライマ
リーの子供でも宣教師になれることを学
びました。」11

主を信頼し，信仰をもって，ともに協力
し，一人を見つけ，勧め，フォローアップに
努めるときに，主はほほえんでくださり，何
千何万という神の子供たちが末日聖徒イ
エス・キリスト教会に目的と平安を見いだ
すようになることを証します。わたしたち
が救い主の業を速めるために働くときに，
主が祝福してくださいますよう，へりくだ
り，イエス・キリストの御

み

名
な

によりお祈りし
ます，アーメン。■
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ない人が夜に車で近づいて来たら驚くか
もしれないと思い，運転を続けました。す
ると今度は強い印象とともに，「少年を助
けに行きなさい！」という言葉が心に聞こ
えました。

わたしは引き返して，声をかけました。
「大丈夫？ 助けが必要なんじゃないの？」

少年は振り返り，頬に涙を流しながら，
「はい。誰かが助けに来てくれるように
祈っていたんです」と言いました。

助けを求める少年の祈りに応えて，わた
しに霊感が与えられたのです。はっきりと
御
み

霊
たま

の導きを受けたこの経験は忘れがた
い印象を残し，今でも心に残っています。

25年が経過し，主の深い憐れみにより，
ほんの数か月前に，あのとき以来初めてこ
の少年と連絡を取ることができました。あ
のときの経験が彼にとっても大切なもので
あったことを知りました。デリック・ナンス
は，今では父親となっています。彼もあの
経験が忘れられませんでした。あの経験
は，神が祈りを聞いて応えてくださるという
信仰の基礎となりました。わたしたちは
二人とも子供たちにこの話を聞かせて，神
が見守っておられることを教えてきました。

わたしたちは独りではありません。
デリックは，彼の視点からあの経験を話

してくれました。あの晩，デリックは放課
後の活動で学校に遅くまで残り，最終のバ
スを逃してしまいました。 10代前半のデ
リックは，きっと家に帰れるだろうと思っ
て歩き始めました。

人けのない道を歩いて 1 時間半が経過
しました。家までまだ何キロもあり，周り
に人家がなかったため，怖くなりました。
絶望感から，砂

じゃ

利
り

山の裏手に回り，ひざま
ずいて天の御父に助けを求めました。道
に戻るとすぐにわたしの車が来て，祈り求
めていた助けが与えられたのです。

何年もたった今，デリックはこう振り返り
ます。「主は，やせっぽちの，考えの浅い
少年のことを御存じでした。世界中に
様々な出来事がある中で，御父はわたしの
状況を御存じで，助けを送ってくださいま
した。あの人けのない道端での経験の後
も，主は何度も祈りに応えてくださいまし
た。いつもすぐに明確な答えが与えられる
わけではありませんが，主がわたしを御存
じであることは，あの夜と同じように今で
もよく分かります。人生の苦難に覆われる

ときは，主は常に安全に家に戻るための手
立てを用意しておられます。」

デリックの言うとおり，全ての祈りがす
ぐに応えられるのではありません。しかし
御父はわたしたちを御存じで，心からの祈
りを聞いておられます。一度に一つの祈り
に対して，一人ずつ，奇跡を起こされるの
です。

主の助けに信頼を寄せることができま
す。望んでいる形ではなくても，主は，
一番成長を促す方法で助けてくださいま
す。時に難しく感じることもあるかもしれ
ませんが，御

み

心
こころ

に従うことは，主に似た者
となり主が与えてくださる平安に気づくた
めには欠かせません。

わたしたちは C・S・ルイスの言葉に共
感することができます。「わたしは祈らず
にはいられません。寝ても覚めても，常に
祈りが必要です。……祈りは神を変えま
せんが，わたしを変えてくれます。」3

聖典には，主に信頼を寄せ，主の助けを
受けて救い出された人々の記録がたくさ
んあります。若い頃のダビデについて考え
てください。ダビデは巨大なゴリアテに殺
されるのが明白な場面で，主に頼って死を
免れました。ニーファイについて考えてく
ださい。ニーファイは信仰を込めて神に懇
願することにより，自分の命を狙っていた
兄たちから解放されました。若い頃のジョ
セフ・スミスを思い出してください。ジョ
セフは主の助けを祈り求め，暗黒の力から
解放され，驚くべき答えを受けました。皆，
現実の困難な試練に直面しましたが，信
仰をもって行動し，主に信頼を寄せ，助け
を得ました。今

こん

日
にち

も，神の力と愛は神の子
供たちの生活に現れています。

先日，ジンバブエとボツワナの信仰深い
聖徒の生活の中に神の力と愛が現れてい
るのを目にしました。ジンバブエの小さな
支部の断食証

あかし

会で多くの子供や青少年，
成人が証するのを聞き，わたしはへりくだ
り，鼓舞されました。皆の言葉に，主イエ
ス・キリストへの力強い信仰が表れていま
した。試練や困難の中にあっても，彼らは
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神に信頼を寄せて毎日を生きています。彼
らはしばしば「わたしは神にとても感謝し
ています」と言って，生活の中に神の御

み

手
て

を認めていました。
同じように主を信頼する模範を，数年前

ある忠実な家族がワードの会員に示してく
れました。ゲートレル夫妻は幸せに暮らし
ていましたが，夫のアーンが悪性の癌

がん

であ
ると診断されました。予後は非常に悪く，
余命数週間と宣告されました。家族は最後
にもう一度ともに過ごすことを望み，遠くに
住んでいる者も含め，子供全員が集まりま
した。一緒にいられる時間はたった 48時
間でした。ゲートレル家族は最も大切なこ
とを慎重に選びました。家族写真を撮り，
家族で夕食を囲み，ソルトレーク神殿に参
入しました。妻のベニタはこう言います。

「神殿のドアを出ると，この世で一緒にい
られる最後のときがやって来ました。」

しかし彼らは，この世の後にはもっとす
ばらしい続きがあるという確信を胸に，神
殿を後にしました。神殿の聖約のおかげ
で彼らは神の約束に希望を抱いています。
彼らは永遠に一緒にいられるのです。

それからの 2 か月間，数え切れないほど
の祝福を受けました。ベニタの言葉から，
アーンとベニタの主への信仰と信頼が深
まったことがうかがえます。「わたしは支
えられ，混乱のさ中でも平安が得られるこ
とを知りました。主が見守ってくださいま
した。主を信頼すれば，どのような試練も
乗り越えられるのです。」

娘がこう言い添えました。「両親の模範
を見ました。両親の信仰と，試練に対処す
る様子を見ました。この試練を望んだわ

けではありませんが，去らせてほしいとも
思いませんでした。わたしたちは神の愛に
囲まれ，変わりました。」

アーンの死はゲートレル家族が望んだ結
果ではありませんが，この危機は信仰の危
機ではありませんでした。イエス・キリス
トの福音は，チェックリストではありませ
ん。福音は心に宿すものです。「重荷で
はなく翼」であり，支えとなるものです。4 
福音はゲートレル家族を支えました。彼ら
は嵐のさなかに平安を感じました。互いに
手をぎゅっと握り締め，それぞれが交わし
守ってきた神殿の聖約をしっかり握り締め
ました。主を信頼する能力を増し，イエ
ス・キリストを信じる信仰と主の贖

あがな

いの力

によって強められました。
弟子として道のどの段階にいようとも，

不安や試練が何であれ，わたしたちは独
りではありませんし，忘れ去られてもいま
せん。デリックやアフリカの聖徒やゲート
レル家族のように，困ったときには神の御
手を求めることができます。祈りと主への
信頼によって試練に立ち向かうことができ
ます。そうするときに，さらに主のようにな
るのです。

主は全ての人にこう語りかけておられま
す。「恐れてはならない，わたしはあなた
と共にいる。驚いてはならない，わたしは
あなたの神である。わたしはあなたを強く
し，あなたを助け，わが勝利の右の手を
もって，あなたをささえる。」5

ささやかながら確固としたわたしの証を
お伝えします。父なる神はわたしたち一人
一人を御存じで，助けの手を差し伸べてく
ださいます。わたしたちは御父の愛子イエ
ス・キリストを通して，この世の試練を乗
り越えて安全に天のふるさとに帰ることが
できます。主を信じ，主を信頼できますよ
うお祈りします。イエス・キリストの御

み

名
な

に
より，アーメン。■

注
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